
研究名： 難聴が疑われて精密検査機関・二次聴力検査機関を受診した  

0歳-6歳児についての社会的調査 

 

 

 

小児難聴を発見する機会は、乳幼児健診や就学時健診などがあげられますが、健診で発見さ

れず、遅くなって難聴が見つかった例も少なくありません。難聴は早期に発見することで、

早期に対応することができるため、子どもの発達により大きな影響を与えることができま

す。このため、本研究では 0歳から 6歳までそれぞれの年齢で発見された難聴児について全

国的に調査を行い、健診での難聴児発見のためのより効果的なあり方を学会として提言して

いくことを目的としています。 

 

 

 

① 研究対象：2026年、2028年、2030年のそれぞれ 1月 1 日から 12月 31日までに難聴が疑 

われて当院を受診した方 

② 研究期間：倫理審査委員会承認後から 2031年 3月 31日まで 

③ 研究方法：日本耳鼻咽喉科学会が定めた全国の乳幼児精密聴力検査機関（成育を含む）、 

および二次聴力検査機関に対して、日本耳鼻咽喉科学会が調査票を送付し、1 年間に難 

聴を疑って耳鼻咽喉科を受診された方の人数、および難聴(片方か両方か)、紹介元、な 

どについて人数を集計し、国立成育医療研究センター（責任者：守本倫子）に提供しま 

す。国立成育医療研究センターでは、データを集計し解析をします。 

 

 

 

患者さんの年齢、難聴（片方か両方か）、以前うけた健診での聴力検査結果、紹介元（健

診、医療機関からの紹介、自発的に(紹介なし)）、難聴があった場合の療育先、等 

 

 

 

調査対象となる情報（調査票）は各施設から、人数のみを集計したデータをパスワードをか

けたファイルに保存し、個人情報が存在しない状態で日本耳鼻咽喉科学会へ送られます。学

会では情報を保存、集計したのち、国立成育医療研究センターにて解析を行います。結果公

開は集計されたデータをもとに得られた結果のみを公開し、調査対象となった個々の患者さ

んの症例の報告は行われません。個人情報は守られ、患者さんの氏名、住所など、ご本人を

特定できる一切の個人情報が公表されることはありません。 

調査で得られた対象者のデータは本調査の目的以外には使用しません。 

１．研究の目的 

２．研究の方法 

４．個人情報の保護について 

３．研究に用いる試料・情報の種類 



 

 

 

 

国立成育医療研究センター 耳鼻咽喉科 守本倫子 日本耳鼻咽喉科学会精密聴力検査機関およ

び二次聴力検査機関 ６．お問合せ先 約 400機関 

 

 

 

本調査についてのお問い合わせは下記の伊藤有未(耳鼻咽喉科)までご連絡ください。ご希

望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

○照会先： 

 福井大学医学部付属病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 

 伊藤 有未 

〒910-1193福井県吉田郡永平寺町松岡下合月 23-3 

Tel 0776-61-3111（代表）（内線：2398） 

E-mail：yumit @u-fukui.ac.jp 

 

○苦情相談窓口 

〒910-1193 

福井県吉田郡永平寺町松岡下合月 23-3 

福井大学医学部附属病院医学研究支援センター 

電話：0776-61-8529 

受付時間：平日 8：30～17：15（年末年始、祝・祭日除く） 

５．研究実施機関 

６．お問合せ先 


